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https://arxiv.org/abs/2512.09660

従来：太陽系の短寿命放射性核種の量を超新星爆発で説明しようとすると、
近傍での爆発すぎて円盤が壊れる問題があった
↓
今回：従来の注⼊モデルに加え、超新星衝撃波内に⾼エネルギー宇宙線に着⽬し、円盤ガス・ダストと
この宇宙線の相互作⽤で短寿命放射性核種を合成するモデルを提案 (宇宙線浴モデル)

東京⼤学・駒場宇宙地球部会での
共同研究
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論⽂が提案する、注⼊+宇宙線浴モデルの概念図



⾚線が注⼊+宇宙線浴モデルの結果
従来モデルでは再現できていなかった10Beも含め
隕⽯から⽰唆される値を再現



加速効率
宇宙線スペクトルの傾き
CAI形成からの経過時間
超新星爆発の親星質量

などを変えた場合の結果



近傍の星団のtotal星質量 vs Half-mass半径の図

緑線：星団内に太陽を置いた際に、
1 pc以内で1回の超新星爆発を経験する範囲



https://arxiv.org/abs/2512.10486

ALMA⼤規模観測プログラムFAUSTにて、連星系L1551 IRS 5周りの周連星円盤を観測

FAUST: Class 0-Iの原始星天体13個について、50 au程度の分解能でダスト放射+様々な分⼦輝線を観測
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Codella et al. (2021)ALMA Large Program: 
Fifty AU STudy of the 
chemistry in the 
disk/envelope systems 
of Solar-like protostar

http://faust-alma.riken.jp
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連続光：空隙の外側にemission peak, 南側に⽐べ北側が20%ほど明るい



周連星円盤の３次元流体⼒学計算と観測結果 (ダスト連続光 & C18O)
→ALMA観測で⽰唆されたemission peakを再現。ダスト成⻑領域?



参考研究: FAUSTの別論⽂で、有機分⼦輝線観測の論⽂の結果を紹介

Bianchi et al. (2020) : FAUST 1本⽬の論⽂
複雑有機分⼦を多数検出 (Hot Corino)



https://arxiv.org/abs/2512.13503

JWST Edge-on disc Ices program (JEDIce) の観測

ρ Ophiuchiにあるedge-on円盤 Flying Saucer 
(BKLT J162813-243139) のダスト放射の観測結果を議論
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PAHのCH stretching modeの背景光の
中にedge-on 円盤が存在

⻩⾊：emission ⻘⾊：吸収

⾚道⾯円盤半径

3.29umの観測から⽰唆された値: 235 au
ALMA (mm) 観測: 190 au



JWSTの観測の範囲内で、円盤の垂直⽅向の広がりはほぼ同等
→数⼗μmのダストの沈降は⾮効率？！



観測 vs モデル⽐較


